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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ー
ー
ー
ー
ー
錬
金
術
は
物
質
を
理
解
、
分
解
、
再
構
築
す
る
科
学
な
り

　
　
　
　
　
さ
れ
ど
万
能
の
業
に
は
あ
ら
ず

　
ー
ー
ー
ー
ー
無
か
ら
有
を
生
ず
る
こ
と
あ
た
わ
ず

　
　
　
　
　
な
に
か
を
得
よ
う
と
欲
す
れ
ば

　
　
　
　
　
必
ず
同
等
の
代
価
を
支
払
う
も
の
な
り

　
　
　
　
　
こ
れ
す
な
わ
ち
錬
金
術
が
基
本
、
等
価
交
換
な
り

　
ー
ー
ー
ー
ー
錬
金
術
師
に
禁
忌
あ
り

　
　
　
　
　
そ
は
人
体
錬
成
な
り



　
　
　
　
　
こ
れ
何
人
も
侵
す
こ
と
な
か
れ

　
え
ー
、
要
す
る
に
オ
タ
ク
で
す
。

　
週
一
で
投
稿
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
関
係
が
ダ
メ
な
人
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
バ
ッ
ク
お
願
い
し
ま
す
。

　
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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設
定
　
作
者
よ
り

　【
登
場
人
物
】（
主
要
人
物
の
み
で
す
。
物
語
の
な
か
で
し
れ
っ
と
出
て
く
る
か
も
で
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
原
作
キ
ャ
ラ
も
い
ま
す
が
、
そ
の
説
明
は
省
き
ま
す
。）

　
シ
ル
・
エ
ル
リ
ッ
ク
　
・
・
・
エ
ド
ワ
ー
ド
と
ウ
ィ
ン
リ
ィ
の
息
子
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
思
い
で
優
し
い
。（
ウ
ィ
ン
リ
ィ
の
血
か
な
?
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ド
そ
っ
く
り
で
ち
び
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
格
も
エ
ド
と
一
緒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
優
し
い
と
こ
ろ
は
、
ウ
ィ
ン
リ
ィ
に
似
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
々
お
っ
と
り
し
て
い
る
が
、
時
々
エ
ド
の
血
を
感
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
テ
ナ
も
あ
る
ゾ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
ュ
バ
ー
ル
で
、
右
腕
を
失
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
語
の
中
で
、
国
家
錬
金
術
師
の
資
格
を
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
称
、
俺
。

　
エ
リ
ー
・
エ
ル
リ
ッ
ク
・
・
・
シ
ル
の
妹
。
ウ
ィ
ン
リ
ィ
そ
っ
く
り
。
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機
械
に
め
っ
ち
ゃ
強
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
パ
ナ
は
よ
く
飛
ん
で
く
る
。
て
か
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
飛
ば
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
の
義
肢
装
具
士
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
鎧
の
研
究
家
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
は
、
１
２
歳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
称
、
私
。

　　
ゴ
ー
ダ
・
レ
イ
　
　
　
・
・
・
国
家
錬
金
術
師
、
青
の
錬
金
術
師
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
は
、｛
こ
ら
!
─
ー
す
ん
ま
せ
ん
。｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
厳
し
い
が
、
本
当
は
優
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
階
級
は
大
将
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
称
、
わ
し
。

　
シ
ラ
・
マ
ス
タ
ン
グ
　
・
・
・
ロ
イ
の
養
子
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
度
、
国
家
錬
金
術
師
の
試
験
を
受
け
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
合
格
だ
っ
た
た
め
、
今
は
錬
金
術
の
勉
強
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
シ
ル
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
と
同
い
年
。
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一
人
称
、
僕
。

　
イ
ン
・
サ
ル
　
　
　
　
・
・
・
シ
ン
の
人
。
錬
丹
術
の
使
い
手
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ン
・
ヤ
オ
の
使
い
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
定
年
齢
、
１
８
歳
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
不
明
な
謎
多
き
人
。

　
ミ
サ
・
ホ
ー
ク
ア
イ
　
・
・
・
リ
ザ
の
子
供
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銃
に
関
し
て
は
ピ
カ
イ
チ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
そ
こ
錬
金
術
が
使
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
御
系
の
錬
金
術
が
得
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
属
で
、
中
尉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
は
、
二
十
歳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
称
、
わ
た
く
し
。

　【
シ
ル
の
研
究
】

　
俺
は
、
ア
ル
お
じ
さ
ん
が
や
っ
て
る
、
手
を
合
わ
せ
る
錬
成
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
、

　
ず
っ
と
研
究
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
お
じ
さ
ん
が
出
来
な
か
っ
た
錬
成
も
や
っ
て
の
け
る
研
究
が
、
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完
成
し
た
。
そ
れ
は
・
・
・

　
ハ
ー
フ
サ
ー
ク
ル
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
グ
ロ
ー
ブ
だ
。

　
円
だ
け
書
い
て
あ
り
、
記
憶
の
中
の
構
築
式
で
、
物
を
錬
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ア
ル
お
じ
さ
ん
が
出
来
た
の
は
、
こ
こ
ま
で
だ
っ
た
け
ど
、
俺
は
違
う
ぜ
。

　
な
ん
と
、
知
ら
な
い
構
築
式
は
、
そ
の
物
質
に
触
れ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
グ
ロ
ー
ブ
を
作
っ
た
ん
は
俺
じ
ゃ
な
い
。
エ
リ
ー
だ
。

　
と
い
う
か
、
俺
の
研
究
資
料
を
読
ん
で
、
た
っ
た
、
こ
ん
だ
け
の

　
情
報
で
、
勝
手
に
作
り
あ
げ
ち
ま
っ
た
。

　
す
げ
ー
と
思
う
ぜ
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
グ
ロ
ー
ブ
の
し
く
み
は
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ラ
!
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
か
ら
こ
れ
以
上
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
!

　
・
・
・
は
ぁ
い

　
と
ま
あ
、
こ
ん
な
感
じ
だ
。

　
あ
と
は
、
物
語
の
な
か
で
楽
し
ん
で
く
れ
よ
な
!

　　
ー
ハ
ー
フ
サ
ー
ク
ル
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
グ
ロ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
作
中
で
そ
の
う
ち
ふ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
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お
楽
し
み
に
!
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旅
の
夜
明
け

第
一
話
　
冒
険
の
始
ま
り

　　
ー
ー
ー
錬
金
力
は
取
り
戻
せ
な
い
。

　
ー
ー
ー
あ
あ
く
そ
、
や
っ
ぱ
ア
レ
し
か
な
い
の
か
・
・
・

　
ー
ー
ー
よ
し
、
ア
イ
ツ
に
も
話
す
か

　　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・
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エ
ド
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　　
シ
「
父
さ
ん
、
父
さ
ん
、
起
き
て
!
」

　　
ん
?
あ
あ
、
寝
ち
ま
っ
て
た
か
。
ま
た
錬
金
術
で
も
教
わ
り
に
来
た
か
。

　
俺
が
家
に
帰
る
た
び
に
こ
う
な
ん
だ
か
ら
よ
お
・
・
・

　
エ
「
ん
あ
?
な
ん
だ
?
シ
ル
」

　
シ
「
俺
ね
、
俺
ね
、
国
家
錬
金
術
師
に
な
る
!
」

　　
ん
?
い
ま
な
ん
つ
っ
た
?

　　
エ
「
え
?
」

　
シ
「
だ
ー
か
ー
ら
ー
ぁ
。
国
家
錬
金
術
師
に
な
る
ん
だ
っ
て
。」

　
エ
「
ま
た
な
ぜ
急
に
?
」

　
シ
「
父
さ
ん
、
い
っ
つ
も
寝
言
で
言
っ
て
た
よ
。
ア
ル
お
じ
さ
ん
を

　
　
取
り
戻
す
と
き
に
錬
金
術
使
え
な
く
な
っ
た
ん
で
し
ょ
。」

7  第一話　冒険の始まり



　
エ
「
お
、
お
前
、
ま
さ
か
・
・
・
」

　
シ
「
う
ん
、
俺
、
父
さ
ん
の
錬
金
力
を
取
り
戻
し
た
い
ん
だ
!
」

　
エ
「
は
あ
・
・
・
。

　
　
・
・
・
い
い
だ
ろ
う
!

　
　
一
年
だ
!

　
　
来
年
ま
で
に
身
に
着
け
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、

　
　
家
か
ら
放
り
出
す
ぞ
!
」

　
シ
「
父
さ
ん
!
俺
、
頑
張
る
よ
!
」

　　　
１
年
後
・
・
・

　
シ
ル
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
シ
「
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
く
る
!
」

　
エ
「
お
う
よ
!
」

　
シ
「
父
さ
ん
!
」

　
エ
「
?

　
　
な
ん
だ
?
」
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シ
「
受
か
る
ま
で
帰
ら
な
い
な
ら
な
!
」

　
エ
「
は
は
っ
!
や
っ
ぱ
オ
レ
の
息
子
だ
な
!
」

　
そ
う
い
わ
れ
た
俺
は
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
中
央
司
令
部
の
階
段
を
踏
ん
だ
。

　
ロ
イ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
ア
レ
か
ら
２
０
年
た
ち
、
私
は
大
総
統
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
今
日
は
、
国
家
錬
金
術
師
筆
記
試
験
が
あ
っ
た
。

　
リ
「
大
総
統
閣
下
、
入
っ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。」

　
ロ
「
ホ
ー
ク
ア
イ
中
将
か
。
入
れ
。」

　
リ
「
は
っ
。

　
　
本
日
の
筆
記
試
験
の
合
格
者
が
出
ま
し
た
。」

　
ロ
「
読
み
上
げ
ろ
。」

　
リ
「
ア
ー
ク
・
デ
ィ
ー
ン
、
ミ
セ
ラ
・
ア
ー
ス
、
シ
ル
・
エ
ル
リ
ッ
ク
、

　
　
シ
ラ
・
マ
ス
タ
ン
グ
、
マ
リ
・
ウ
ィ
ー
ン
、
計
５
名
で
す
。」

　
ロ
「
確
か
、
シ
ル
と
か
い
う
子
も
１
５
歳
だ
っ
た
な
・
・
・
。

　
　
で
、
シ
ラ
も
１
５
か
・
・
・

　
　
誰
が
受
か
る
の
か
見
物
だ
な
。」

　
シ
ル
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
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と
り
あ
え
ず
筆
記
試
験
は
パ
ス
し
た
ぞ
。

　
よ
っ
し
ゃ
ー
!

　
明
日
は
実
技
だ
な
。

　
頑
張
ろ
う
!

　　
一
日
後
・
・
・

　
ロ
「
で
は
、
実
技
試
験
を
始
め
る
!

　
　
こ
こ
に
あ
る
も
の
で
錬
成
を
披
露
す
る
よ
う
に
!

　
　
で
は
ま
ず
、
ア
ー
ク
・
デ
ィ
ー
ン
!
」

　
バ
チ
ィ
、
と
青
い
稲
妻
が
走
り
、
目
の
前
に
巨
大
な
ビ
ル
が
錬
成
さ
れ
た
。

　
ロ
「
う
む
よ
し
!
で
は
ミ
セ
ら
・
ア
ー
ス
!
」

　
今
度
は
氷
か
ら
城
の
よ
う
な
建
物
が
錬
成
さ
れ
た
。

　
み
ん
な
建
物
系
か
よ
、
つ
ま
ん
ね
え
な
。

　
と
お
も
っ
て
い
た
ら
・
・
・

　
他
「
危
な
い
!
」

　
誰
か
が
叫
ん
だ
。

　
何
事
か
、
と
思
い
、
氷
の
城
を
み
る
と
、
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今
日
の
こ
の
暑
さ
の
せ
い
で
氷
が
溶
け
だ
し
、
ど
ん
ど
ん

　
崩
落
し
て
い
た
。

　
や
が
て
そ
れ
は
ミ
セ
ラ
の
ほ
う
に
倒
れ
・
・
・

　
シ
「
危
な
い
!
」

　
俺
は
、
と
っ
さ
に
土
で
壁
を
錬
成
し
氷
の
雪
崩
を
防
御
し
た
・
・
・

　
だ
が
、

　
シ
「
あ
れ
?
」

　
俺
の
体
は
一
気
に
ぐ
ら
つ
き
、

　
そ
の
ま
ま
地
面
へ
落
下
し
て
い
っ
た
・
・
・
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第
二
話
　
新
し
い
錬
金
術
師

　　
シ
ル
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
・
・
・
気
が
付
く
と
、
ど
こ
か
見
覚
え
の
あ
る
天
井
が
目
に
入
っ
た
。

　　
ロ
「
や
あ
、
起
き
た
か
ね
?
シ
ル
・
エ
ル
リ
ッ
ク
」

　
シ
「
!!!
」

　
驚
い
て
起
き
上
が
っ
た
が
、
力
が
異
様
に
入
ら
な
い
。

　
ロ
「
鋼
の
に
教
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
?

　
　
今
の
お
前
は
錬
金
力
不
足
だ
。」

　
習
っ
た
。
錬
金
力
不
足
に
な
る
と
、
特
に
錬
金
術
師
は
、
多
大
な
疲
労
を
感
じ
る
と
い
う
。

　
エ
「
我
が
息
子
は
こ
こ
か
ー
。」

　
バ
ン
ッ
と
勢
い
よ
く
入
っ
て
き
た
父
さ
ん
。

　
ロ
「
鋼
の
。
も
う
少
し
静
か
に
入
れ
な
い
の
か
ね
。」

　
エ
「
い
ー
じ
ゃ
ん
か
よ
。
別
に
。」

　
ロ
「
次
そ
れ
や
っ
た
ら
、
軍
法
会
議
で
裁
く
ぞ
。
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懲
役
何
年
に
し
よ
う
か
・
・
・
」

　
エ
「
ナ
ロ
ー
!
や
る
気
満
々
じ
ゃ
ね
え
か
!
」

　
そ
ん
な
あ
ほ
ら
し
い
会
話
も
つ
か
の
間
、

　
ロ
「
で
は
鋼
の
。
こ
の
錬
金
力
不
足
の
馬
鹿
を
リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
に
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
。

　
　
発
表
は
来
週
だ
。」

　
シ
「
大
総
統
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
　
そ
れ
だ
け
告
げ
て
、
父
さ
ん
に
担
が
れ
た
ま
ま
、
リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
に
帰
っ
て
い
っ
た
…

　　
一
週
間
後
・
・
・
発
表
当
日

　　
エ
「
お
ー
い
シ
ル
ー
!
今
日
発
表
だ
ろ
ー
。
い
く
ぞ
ー
」

　
シ
「
父
さ
ん
も
行
く
の
?
」

　
エ
「
あ
あ
。
万
が
一
錬
金
力
不
足
で
倒
れ
ら
れ
て
は
困
る
、
だ
と
さ
。」

　
シ
「
今
日
は
使
わ
な
い
だ
ろ
・
・
・
」

　
エ
「
そ
ん
な
文
句
は
置
い
と
い
て
、
行
く
ぞ
!
」

　
ア
「
兄
さ
ん
待
っ
て
。
こ
れ
持
っ
て
く
ん
で
し
ょ
。」

　
エ
「
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
。
懐
か
し
い
な
」
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父
さ
ん
が
国
家
錬
金
術
に
な
っ
て
、
旅
立
つ
日
に
持
っ
て
い
た
と
い
う
旅
行
鞄
。

　
で
も
、
そ
の
中
身
は
、「
見
る
な
」
の
一
点
張
り
で
、
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
エ
「
じ
ゃ
あ
、
い
く
か
!
」

　
シ
「
・
・
・
う
ん
!
」

　
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
、
リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
を
後
に
し
た
。

　　
セ
ン
ト
ラ
ル

　
駅
「
セ
ン
ト
ラ
ル
だ
よ
ぉ
ー
。
セ
ン
ト
ラ
ル
─
」

　
プ
シ
ュ
ー
と
い
う
独
特
の
汽
車
の
蒸
気
の
音
が
駅
に
響
い
た
。

　
エ
「
は
あ
ー
。
久
々
に
乗
る
と
、
こ
の
汽
車
も
乗
り
ご
ご
ち
わ
る
い
よ
な
ぁ
ー
・
・
・
」

　
シ
「
あ
は
は
、
同
感
。」

　
腰
を
二
人
し
て
ト
ン
ト
ン
と
叩
く
。
よ
う
や
く
一
息
…

　
と
思
っ
た
ら
、

　
ア
「
待
っ
て
い
た
ぞ
!
エ
ル
リ
ッ
ク
の
親
子
!
」

　
エ
「
ゲ
っ
!
少
佐
が
迎
え
か
よ
…
。」

　
ア
「
ぬ
ぅ
!
も
う
少
佐
で
は
な
い
ぞ
!
」

　
あ
、
脱
い
だ
。
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そ
う
、
も
う
上
半
身
ハ
ダ
カ
。

　
・

　
・

　
・

　
バ
コ
ン
!

　
・

　
・

　
・

　
・
・
・
え
ー
っ
と
、
何
の
音
か
な
?

　
・

　
・

　
・

　
あ
あ
、
や
っ
て
る
や
っ
て
る
、
や
っ
ぱ
嫌
い
な
ん
だ
・
・
・

　
ア
「
痛
い
ぞ
、
鋼
の
錬
金
術
師
。

　
　
ち
な
み
に
、
私
の
階
級
は
准
将
だ
・
・
・
」

　
エ
「
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
ね
え
!
」

　
は
あ
・
・
・
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シ
「
父
さ
ん
、
行
く
よ
…

　
　
発
表
時
間
き
ち
ゃ
う
よ
。」

　
エ
「
お
っ
と
い
け
ね
え
。
じ
ゃ
あ
な
、
准
将
」

　
シ
「
父
さ
ん
、
子
供
っ
ぽ
い
よ
…
」

　
エ
「
が
っ
は
っ
は
!
行
く
ぞ
!
」

　
シ
「
ま
っ
た
く
ー
」

　　
三
十
分
後
・
・
・
中
央
司
令
部

　　
リ
「
よ
く
来
た
わ
ね
。
大
総
統
執
務
室
は
こ
っ
ち
よ
。

　
　
つ
い
て
来
な
さ
い
。」

　
シ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
中
将
。」

　
リ
「
ふ
ふ
ふ
、
私
と
の
時
だ
け
は
、
敬
語
は
な
し
で
い
い
わ
よ
。」

　
シ
「
そ
う
で
す
か
?
あ
り
が
と
う
、
中
将
!
」

　
リ
「
順
応
速
い
わ
ね
。
こ
ん
な
人
ど
っ
か
に
い
た
よ
う
な
…
」

　
シ
「
何
か
言
い
ま
し
た
?
」

　
リ
「
な
ん
で
も
な
い
わ
。
行
き
ま
し
ょ
う
。」
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三
時
間
前
・
・
・
会
議
室

　
ロ
「
今
年
の
合
格
者
は
○
○
だ
な
。」

　
軍
「
ほ
う
、
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
を
選
び
ま
す
な
。」

　
ロ
「
当
た
り
前
だ
。」

　
軍
「
で
、
二
つ
名
は
?
」

　
ロ
「
案
ず
る
な
。
す
で
に
決
め
て
あ
る
。
拝
名
状
と
そ
の
他
資
料
を
準
備
し
て
お
け
。」

　
軍
「
は
っ
」

　　
大
総
統
執
務
室
に
て
・
・
・

　
リ
「
こ
こ
よ
。」

　
シ
「
あ
り
が
と
う
、
中
将
。」

　
エ
「
あ
り
が
と
な
。」

　
リ
「
い
え
い
え
。
受
か
っ
て
る
と
い
い
わ
ね
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

　
・

　
・

　
・
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・

　
・

　
シ
「
入
っ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
、
大
総
統
閣
下
。
父
も
同
席
願
い
ま
す
。」

　
ロ
「
よ
い
、
入
れ
」

　
ぎ
ぃ
ぃ
、
と
お
も
っ
苦
し
い
扉
を
開
け
、
中
に
入
っ
た
。」

　
ロ
「
で
は
ま
ず
、
合
否
結
果
だ
。」

　
ゴ
ク
リ
、
緊
張
す
る
な
あ

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・

　
ロ
「
合
格
だ
。

　
　
つ
い
で
に
今
回
唯
一
の
合
格
者
、
そ
し
て
、
年
齢
制
限
が
で
き
て
か
ら
の
、
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最
年
少
合
格
者
だ
。」

　　
・
・
・
え
?
合
格
?

　
シ
「
や
っ
た
ー
!!!
」

　
エ
「
よ
か
っ
た
な
!
」

　
で
、
こ
れ
が
拝
名
状
だ
。
と
言
っ
て
、
一
枚
の
羊
皮
紙
を
渡
さ
れ
た
。」

　
エ
「
・
・
・
粋
な
名
前
つ
け
る
ね
ぇ
、、、」

　
ロ
「
お
前
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
な
。」

　
エ
「
ま
あ
い
い
。」

　　
エ
「
シ
ル
!
お
前
が
背
負
う
の
は
な
、、、」

　
人
一
倍
大
き
な
声
で
、
こ
う
言
っ
た
。

　
エ
「
鋼
玉
の
錬
金
術
師
!!!
」
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第
三
話
　
受
け
継
が
れ
し
者

　　
エ
「
鋼
玉
の
錬
金
術
師
!
」

　
実
感
わ
か
な
い
な
ぁ
、
な
ん
て
思
っ
て
い
た
ら
、

　
ロ
「
や
は
り
鋼
の
の
息
子
ら
し
い
二
つ
名
が
い
い
と
思
っ
て
な
。

　
　
そ
し
て
、
実
技
試
験
の
時
の
勇
気
、
心
の
純
粋
さ
か
ら
な
ず
け
た
。

　
　
鋼
玉
は
様
々
な
宝
石
の
こ
と
を
指
す
。

　
　
そ
の
様
な
、
色
々
な
、
そ
し
て
純
粋
な
心
を
持
つ
錬
金
術
師
に
な
っ
て
く
れ
た
ま
え
。」

　
こ
こ
ま
で
言
っ
た
と
き
、
大
総
統
は
父
さ
ん
に
目
配
せ
を
し
、

　
父
さ
ん
は
絶
対
に
開
け
る
は
ず
の
な
い
カ
バ
ン
か
ら
、

　
何
か
を
取
り
出
し
た
。

　
シ
「
・
・
・
!
」

　
よ
く
、
俺
に
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
戦
っ
た
時
の

　
話
を
し
て
く
れ
た
。

　
父
さ
ん
の
書
斎
に
は
、
赤
い
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
た
父
さ
ん
と
、
鎧
の
姿
を
し
た

　
ア
ル
お
じ
さ
ん
が
写
っ
た
写
真
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
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父
さ
ん
は
、
ア
ル
お
じ
さ
ん
を
取
り
戻
す
前
に
マ
ン
ト
を
直
し
た
と
い
う
こ
と
を
、

　
オ
リ
ヴ
ィ
エ
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
誰
に
聞
い
て
も
答
え
て
く
れ
た
試
し
が
な

か
っ
た
。

　　
そ
の
マ
ン
ト
が
、
今
、
父
さ
ん
の
腕
の
中
に
あ
る
。

　
エ
「
─
─
な
ん
で
、
誰
も
教
え
な
か
っ
た
か
わ
か
る
か
?
」

　
首
を
振
っ
た
。

　
エ
「
こ
れ
な
、
─
─
─
お
前
が
国
家
錬
金
術
師
の
資
格
を
取
っ
た
ら
お
前
に
渡
そ
う
と
思
っ
て
い
た

ん
だ
。

　
　
い
つ
か
、
こ
れ
を
も
つ
に
相
応
し
い
人
が
現
れ
る
ま
で
、
カ
バ
ン
は
開
け
な
い
と
誓
っ
た
ん
だ
。」

　
シ
「
・
・
・
俺
が
、
相
応
し
い
っ
て
こ
と
?
」

　
エ
「
あ
あ
、
だ
が
、
こ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ぞ
。」

　
そ
う
い
う
と
、
ポ
ッ
ケ
か
ら
、
血
だ
ら
け
の
銀
時
計
を
取
り
出
し
た
。

　
ロ
「
・
・
・
本
当
に
、
い
い
ん
だ
な
?

　
　
こ
れ
を
渡
し
て
も
。」

　
エ
「
シ
ル
さ
え
良
け
れ
ば
。」

　
そ
う
し
て
、
俺
の
方
に
向
き
直
っ
た
。
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エ
「
シ
ル
、
俺
の
、
俺
た
ち
の
銀
時
計
を
お
前
に
託
し
て
も
い
い
か
?
」

　
ロ
「
お
い
鋼
の
。
血
だ
け
で
も
・
・「
い
や
、
い
い
で
す
」　
!
」

　
シ
「
父
さ
ん
の
思
い
な
ん
だ
。
こ
の
血
も
、
彫
っ
た
文
字
も
、
父
さ
ん
や
、
ア
ル
お
じ
さ
ん
や
、
大

総
統

　
　
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
。
だ
っ
た
ら
・
・
・
」

　
エ
「
な
ん
だ
?
」

　
う
ん
、
決
め
た
。

　
こ
の
心
を
、
明
か
し
た
。

　
シ
「
背
負
う
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い
か
!
」

　
エ
「
あ
あ
!
お
れ
の
思
い
を
背
負
っ
て
、
暴
れ
て
や
れ
!
」

　
シ
「
い
い
ね
ぇ
!
そ
の
お
も
っ
苦
し
い
感
じ
!

　
　
父
さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
と
や
ら
を
、

　
　
背
負
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
の
!
」

　
エ
「
そ
う
だ
!
正
解
だ
!
鋼
玉
の
錬
金
術
師
!
」

　　
後
日
・
・
・

　
大
総
統
執
務
室
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
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ロ
「
鋼
玉
の
錬
金
術
師
!
」

　
シ
「
は
い
!
」

　
ロ
「
早
速
だ
が
、
錬
金
術
を
す
ぐ
に
発
動
さ
せ
る
も
の
の
発
明
、
こ
れ
を
、

　
　
来
年
の
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
!
」

　
な
ん
だ
よ
そ
れ
!

　
ん
な
の
あ
ん
の
か
?

　
ま
あ
い
い
や
・
・
・

　
ガ
ン
バ
ロ
・
・
・

　
と
思
っ
た
ら
、

　
ロ
「
ち
な
み
に
、
次
の
査
定
は
、
来
週
中
だ
。」

　
は
!?
大
総
統
さ
ん
や
あ
・
・
・

　
ふ
っ
ざ
け
ん
な
ぁ
!

　　
怒
り
を
辛
う
じ
て
隠
し
な
が
ら
、
リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
へ
帰
っ
た
。
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第
四
話
　
旅
の
始
ま
り

　　
シ
ル
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
え
「
お
に
ー
ち
ゃ
ー
ん
!
」

　
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
ね
俺
の
妹
は
。

　
シ
「
あ
の
な
あ
・
・
・

　
　
俺
は
、
査
定
の
こ
と
で
忙
し
い
の
!
あ
ん
た
に
か
ま
っ
て
る
暇
な
ん
ぞ
な
い
の
!
」

　
え
「
査
定
、
ね
え
・
・
・
」

　
人
事
み
た
い
に
言
う
な
。

　
え
「
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
?
」

　
さ
っ
き
大
総
統
と
話
し
た
時
に
は
思
い
出
せ
な
っ
か
っ
た
が
、
そ
う
、
父
さ
ん
の
も
と
で

　
錬
金
術
を
習
っ
て
い
た
時
に
、
少
し
ず
つ
構
想
を
練
っ
て
い
た
そ
れ
。

　
っ
て
・
・
・

　
シ
「
こ
ん
な
の
ポ
ン
っ
と
出
せ
る
奴
い
る
か
!
」

　
え
「
い
る
よ
ー
、
こ
こ
に
」

　
・
・
・
な
ん
ち
ゅ
ー
妹
だ
…
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大
総
統
執
務
室

　　
ロ
「
や
あ
、
鋼
玉
の
。」

　
シ
「
査
定
、
間
に
合
い
ま
し
た
ね
♬
」

　
ロ
「
ま
っ
た
く
も
っ
て
不
本
意
だ
。

　
　
君
な
ら
鋼
の
の
よ
う
に
ガ
ッ
ツ
リ
遅
れ
て
来
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
。」

　
シ
「
じ
ゃ
あ
、
リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
に
帰
っ
て
い
い
で
す
か
?
」

　
ロ
「
い
や
、
そ
れ
も
困
る
。

　
　
話
は
変
わ
る
が
、
鋼
の
に
聞
い
た
ぞ
。

　
　
レ
ポ
ー
ト
な
し
だ
っ
て
な
。
ま
っ
た
く
、
ど
ん
な
大
層
な
も
の
が
で
き
た
ん
だ
?
」

　
シ
「
内
容
知
ら
な
い
の
に
上
か
ら
目
線
や
め
て
く
だ
さ
い
。」

　
ロ
「
ほ
う
、
大
し
た
度
胸
だ
。

　
　
で
は
口
頭
で
説
明
し
た
ま
え
。
良
け
れ
ば
合
格
だ
。」

　
シ
「
は
い
。
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ま
ず
、
こ
の
錬
成
陣
を
見
て
く
だ
さ
い
。」

　
ロ
「
六
芒
星
か
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
も
の
に
な
る
ぞ
。」

　
シ
「
い
え
、
錬
金
術
に
お
け
る
六
芒
星
は
、
全
て
の
構
築
式
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　
物
質
一
つ
一
つ
に
は
、
専
用
の
構
築
式
が
あ
り
、
術
者
は
そ
れ
に
似
た
物
を
使
い
ま
す
。

　
　
一
人
一
人
構
築
式
が
異
な
っ
て
も
錬
成
が
可
能
な
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
は
、
自
分
の
手
で
円
を
作
り
、
も
の
に
触
れ
て
、
錬
成
を
行
使
す
る
・
・
・

　
　
父
さ
ん
が
や
っ
た
の
と
同
じ
事
が
可
能
で
す
。

　
　
し
か
し
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
媒
体
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
実
力
以
上
の
も
の
の
錬
成
は

　
　
不
可
能
で
す
。」

　
ロ
「
い
や
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
見
事
だ
。
合
格
と
す
る
!
」

　
さ
っ
き
ま
で
不
審
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
大
総
統
は
、
な
ん
の
曇
り
も
な
い
よ
う
な
す
が
す
が
し
い

　
顔
に
な
っ
て
い
た
。

　
か
く
し
て
俺
は
、
人
生
初
の
査
定
に
受
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル

　
シ
「
ア
ル
・
・
・
お
じ
さ
ん
?
」

　
い
ま
、
ア
ル
お
じ
さ
ん
に
衝
撃
的
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

　
ア
「
シ
ル
君
、
国
家
錬
金
術
師
に
な
る
の
は
構
わ
な
い
。

　
　
で
も
、
心
ま
で
は
軍
に
売
ら
な
い
で
・
・
・

　
　
兄
さ
ん
み
た
い
に
、
突
っ
ぱ
ね
ち
ゃ
っ
て
い
い
か
ら
・
・
・
」

　
い
や
、
処
世
術
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　
お
じ
さ
ん
は
、
軍
に
心
を
売
り
か
け
た
俺
に
き
づ
い
て
い
た
。

　
敬
語
使
っ
た
り
、
敬
礼
し
た
り
、
気
に
入
ら
な
く
て
も
黙
っ
て
従
っ
た
り
、、、

　
で
も
お
じ
さ
ん
に
言
わ
れ
て
気
づ
い
た
好
き
に
旅
し
て
い
い
っ
て
こ
と
。

　
心
ま
で
ま
じ
め
に
売
ら
な
い
で
い
い
っ
て
こ
と
。

　　
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
俺
は
、
本
来
の
目
的
に
向
か
う
決
心
を
し
た
。
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第
四
話
　
ア
エ
ル
ゴ
へ
　
?

　　
ロ
「
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
、
ア
エ
ル
ゴ
に
生
き
た
ま
え
。」

　
シ
「
は
あ
・
・
・
」

　　
ア
エ
ル
ゴ
国
境
　
ダ
ブ
リ
ス
南
端

　
ブ
レ
ダ
「
よ
う
シ
ル
!
」

　
シ
「
ブ
レ
ダ
大
尉
!
」

　
何
だ
か
ん
だ
あ
っ
て
、
ア
エ
ル
ゴ
付
近
に
来
た
シ
ル
。

　
シ
「
で
・
・
・
な
ん
で
大
尉
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
?
」

　
注
）
シ
ル
と
エ
ド
の
口
調
が
同
じ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
そ
こ
ら
へ
ん
ヨ
ロ
で
す
（
＾
＾
）
／

　
ブ
（
ズ
ゴ
ッ
）

　
シ
「
い
や
、
ず
っ
こ
け
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
。
マ
ジ
で
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら
。」

　
ブ
「
い
や
、
俺
、
南
方
司
令
部
の
副
司
令
官
の
補
佐
・
・
・
」

　
シ
「
あ
い
っ
変
わ
ら
ず
や
や
こ
し
い
な
・
・
・
」
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ブ
「
ま
あ
い
い
や
・
・
・
じ
ゃ
、
ア
エ
ル
ゴ
に
行
き
ま
す
か
い
、
シ
ル
。」

　
シ
「
お
う
!
」

　　
ー
二
日
前
ー

　　
ジ
リ
リ
リ
リ
ン
!

　
エ
ル
リ
ッ
ク
家
に
響
き
渡
る
電
話
の
着
信
音
。

　
エ
「
あ
い
あ
い
、
こ
ち
ら
エ
ル
リ
ッ
ク
ー
」

　
間
延
び
し
た
声
。

　
ロ
「
や
あ
鋼
の
。」

　
エ
「
ク
ソ
大
佐
ぁ
!
何
の
用
だ
。」

　
ロ
「
ア
レ
、
や
っ
て
く
れ
ん
か
ね
。

　
　
鋼
玉
の
が
ア
エ
ル
ゴ
に
行
っ
た
ん
で
ね
。」

　
エ
「
出
国
許
可
し
な
け
り
ゃ
よ
か
っ
た
じ
ゃ
ん
。」

　
ロ
「
・
・
・
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
が
大
総
統
と
い
う
仕
事
な
の
だ
よ
。」

　
エ
「
は
あ
、
わ
か
っ
た
よ
。」

　
ロ
「
じ
ゃ
、
切
る
ぞ
。」
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エ
「
お
、
お
い
!
ん
だ
よ
そ
れ
だ
け
か
よ
ォ
!
」

　
ロ
「
う
る
さ
い
!
」

　
受
話
器
を
叩
き
つ
け
る
ロ
イ
。

　
ロ
「
ふ
う
、
相
変
わ
ら
ず
う
る
さ
い
奴
だ
な
。

　
　
・
・
・
青
の
!
い
る
か
!
」

　
ゴ
ー
ダ
「
な
ん
で
す
か
ね
。
先
ほ
ど
か
ら
こ
こ
に
い
ま
し
た
よ
。」

　
ロ
「
そ
り
ゃ
気
が
付
か
な
か
っ
た
な
。」

　
ゴ
「
で
、
ご
用
件
は
?
」

　
ロ
「
鋼
の
を
呼
ん
で
き
て
く
れ
ん
か
。」

　
エ
「
い
や
、
こ
こ
に
い
る
ぞ
!
」

　
い
つ
の
間
に
か
、
ド
ア
の
前
に
腰
か
け
て
い
た
エ
ド
。

　
ロ
「
呼
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
な
?
」

　
エ
「
あ
の
大
佐
殿
が
あ
れ
だ
け
で
電
話
を
切
る
と
は
思
え
な
く
て
ね
。

　
　
こ
の
鋼
の
錬
金
術
師
様
が
飛
ん
で
き
て
や
っ
た
ん
だ
よ
。」

　
ロ
「
借
り
は
作
り
た
く
な
か
っ
た
の
だ
が
・
・
・

　
　
ま
あ
い
い
、
感
謝
す
る
ぞ
。
鋼
の
。」

　
エ
「
で
?
こ
っ
ち
の
人
は
?
」
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ゴ
「
や
あ
、
鋼
の
錬
金
術
師
君
。
青
の
錬
金
術
師
、
ゴ
ー
ダ
・
レ
イ
だ
。
よ
ろ
し
く
。」

　
エ
「
あ
い
あ
い
。」

　
ロ
「
で
は
、
本
題
に
戻
ろ
う
か
。」

　
そ
う
し
て
、
３
人
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

　　
ア
エ
ル
ゴ
北
方
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン

　
シ
「
こ
こ
に
あ
る
の
か
?
父
さ
ん
の
研
究
資
料
が
。」

　
そ
う
、
シ
ル
が
こ
こ
に
来
た
の
は
、
大
総
統
に
父
の
研
究
資
料
が
あ
る
こ
と
を

　
聞
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

　　
ブ
「
あ
あ
、﹇
北
方
国
立
図
書
館
﹈
に
あ
る
。」

　
シ
「
ふ
う
・
・
・
行
き
ま
す
か
。」

　
・

　
・

　
・

　
・

　
・
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・

　　
シ
「
・
・
・
っ
て
、
一
週
間
く
ま
な
く
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
か
!
」

　
ブ
「
う
う
む
・
・
・
そ
ん
な
は
ず
は
・
・
・
」

　
考
え
込
む
ブ
レ
ダ
。

　
そ
こ
へ
、
パ
リ
っ
と
青
い
稲
妻
ー
エ
ド
の
錬
成
光
ー
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
あ
ら
わ
れ
、

　
紙
が
ひ
ら
り
と
落
ち
て
き
た
。

　
シ
「
・
・
・
手
紙
?
」

　
開
く
と
、
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

　「
よ
う
シ
ル
。
残
念
だ
が
も
う
こ
こ
に
は
な
い
。

　
持
っ
て
行
っ
ち
ま
っ
た
。

　
我
が
家
の
地
下
を
探
せ
。
そ
こ
に
探
し
物
は
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
の
錬
金
術
師
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ル
リ
ッ
ク
」

　
軍
用
の
便
せ
ん
で
書
い
た
の
か
、
文
字
の
後
ろ
に
軍
旗
が
描
か
れ
て
い
た
。

　
ブ
「
は
あ
、
リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
に
戻
る
し
か
な
い
な
・
・
・
」

　
シ
「
父
ち
ゃ
ぁ
ん
!
ナ
ロ
ー
!
」
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リ
ゼ
ン
ブ
ー
ル
　
エ
ル
リ
ッ
ク
家

　
エ
「
間
に
合
っ
た
あ
・
・
・
ふ
う
。」

　
ウ
「
何
や
っ
て
た
の
?
エ
ド
。」

　
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
い
る
エ
ド
に
ウ
ィ
ン
リ
ィ
が
訪
ね
る
。

　
エ
「
・
・
・
遠
隔
錬
成
。
今
回
は
特
に
隣
の
国
だ
っ
た
か
ら
な
あ
。
疲
れ
た
ア
。」

　
ウ
「
な
ー
に
、
ま
た
錬
金
術
。
で
?
何
や
っ
た
の
?
」

　
エ
「
フ
フ
ン
、
あ
と
３
０
分
も
す
れ
ば
わ
か
る
さ
。」

　
ウ
「
?
」
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エ
ド
が
錬
金
術
?

　　
ゴ
ー
ダ
と
ロ
イ
と
エ
ド
は
、
そ
の
部
屋
で
話
し
て
い
た
。

　
エ
「
無
理
だ
っ
つ
っ
て
ん
だ
ろ
!

　
　
・
・
・
も
う
使
え
ね
え
ん
だ
よ
。
錬
金
術
は
・
・
・
」

　
ロ
「
方
法
は
あ
る
!
君
は
鼻
か
ら
否
定
す
る
奴
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
?
」

　
エ
「
そ
れ
は
力
は
あ
っ
た
か
ら
だ
!

　
　
真
理
の
扉
が
な
い
人
間
は
錬
金
術
が
使
え
な
い
の
は
知
っ
て
る
だ
ろ
!
」

　
ゴ
「
で
も
遠
隔
錬
成
が
で
き
る
の
は
・
・
・
可
能
な
の
は
・
・
・

　
　
君
だ
け
な
ん
だ
よ
。」

　
エ
「
で
も
!
」

　
ロ
「
と
り
あ
え
ず
聞
け
!
こ
の
馬
鹿
!
」

　
ロ
イ
の
怒
号
に
驚
い
た
エ
ド
は
思
わ
ず
だ
ま
る
。

　
エ
「
・
・
・
わ
か
っ
た
よ
・
・
・
」

　
ロ
「
で
は
方
法
を
説
明
し
よ
う
・
・
・
」

　
エ
ル
リ
ッ
ク
家
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ウ
「
そ
う
い
え
ば
エ
ド
、
ど
う
し
て
錬
金
術
使
え
た
の
か
し
ら
・
・
・
?
」

　
エ
ド
が
立
ち
去
っ
た
そ
の
部
屋
で
、
ウ
ィ
ン
リ
ィ
は
一
人
疑
問
を
抱
き
、

　
シ
ル
も
汽
車
の
中
で
同
様
の
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。

　
ー
大
総
統
執
務
室
ー

　
ロ
「
こ
れ
だ
。」

　
ロ
イ
が
差
し
出
し
た
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
エ
ル
リ
ッ
ク
兄
弟
が
探
し
求
め
て
い
た
も
の
に

　
よ
く
似
て
い
た
。

　
エ
「
賢
者
の
石
!
」

　
ロ
「
に
見
え
る
錬
成
陣
だ
。」

　
エ
「
は
?
」

　
ゴ
「
私
の
査
定
で
出
し
た
研
究
成
果
だ
よ
。」

　
そ
の
石
は
、
と
て
も
錬
成
陣
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
ゴ
「
か
つ
て
国
家
錬
金
術
師
だ
っ
た
君
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
銀
時
計
は
術
法
増
幅
器
だ
と
。」

　
エ
「
知
っ
て
る
よ
。」

　
ロ
「
で
は
、
そ
れ
が
〞
フ
ラ
ス
コ
の
中
の
小
人
〞
が
所
持
し
て
い
た
賢
者
の
石
か
ら

　
　
で
き
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
か
ね
?
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術
法
増
幅
を
さ
せ
る
に
も
、
そ
れ
と
同
等
の
代
価
が
必
要
。

　
　
そ
の
た
め
の
代
価
は
・
・
・
わ
か
る
な
?
」

　
エ
「
そ
ん
な
!
俺
は
無
意
識
に
人
間
の
命
を
使
っ
て
い
た
の
か
!

　
　
あ
っ
て
た
ま
る
か
よ
・
・
・
」

　
ロ
「
残
念
だ
が
、
本
当
だ
。
だ
が
安
心
し
ろ
。

　
　
鋼
の
の
銀
時
計
ー
シ
ル
に
託
し
た
時
計
か
ら
そ
の
部
分
は
抜
い
て
あ
る
。」

　
エ
「
そ
う
か
・
・
・
少
な
く
と
も
シ
ル
は
そ
れ
を
使
わ
な
い
で
い
る
っ
て
こ
と
か
。」

　
安
堵
す
る
。

　
ロ
「
本
題
に
戻
ろ
う
か
。
こ
れ
は
な
、「
錬
成
力
を
た
め
込
む
シ
ロ
モ
ノ
」
だ
。」

　
エ
「
電
池
み
た
い
な
?
」

　
ゴ
「
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
な
。

　
　
で
、
私
の
予
想
だ
が
、「
一
度
真
理
の
扉
を
開
け
た
ロ
イ
の
力
を
、
こ
れ
を
媒
介
に
使
え
る
。」

　
　
こ
と
が
可
能
だ
と
思
う
の
だ
よ
。」

　
ロ
「
す
で
に
こ
の
石
に
は
私
の
力
が
た
め
て
あ
る
。

　
　
だ
が
、
鋼
の
は
錬
金
術
が
使
え
な
い
身
。
体
力
の
消
耗
が
激
し
い
か
ら
気
を
付
け
て

　
　
使
い
た
ま
え
。
あ
と
、
石
が
使
え
る
の
は
一
日
２
回
だ
。」

　
エ
「
一
時
的
な
も
の
っ
て
こ
と
か
。
う
っ
し
ゃ
!
引
き
受
け
た
!
」
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ロ
「
二
日
後
に
ア
エ
ル
ゴ
の
国
立
北
方
図
書
館
に
例
の
手
紙
を
遠
隔
錬
成
し
ろ
。

　
　
頼
ん
だ
ぞ
。」

　　
そ
し
て
現
在
・
・
・

　
シ
「
た
だ
い
ま
ー
。」

　
エ
ル
リ
ッ
ク
家
に
再
び
か
え
っ
て
来
た
シ
ル
。

　
エ
「
お
う
!
帰
っ
た
か
!
」

　
シ
「
父
さ
ん
だ
ろ
?
ア
レ
を
錬
成
し
た
の
。」

　
と
、
例
の
手
紙
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
。

　　
エ
「
─
な
ん
で
分
か
っ
た
?
」

　
シ
「
大
総
統
は
赤
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
准
将
は
緑
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
・
・
・

　
　
青
い
の
は
父
さ
ん
だ
け
だ
ろ
?
」

　
一
瞬
間
驚
い
た
エ
ド
。

　
エ
「
く
っ
は
は
は
!
」

　
い
き
な
り
笑
い
出
し
た
エ
ド
に
シ
ル
は
驚
く
。

　
エ
「
悪
ィ
わ
り
ぃ
。
い
や
、
観
察
力
す
げ
ぇ
な
っ
て
。」
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シ
「
で
?
な
ん
で
父
さ
ん
が
錬
金
術
使
え
る
の
?
」

　
エ
「
え
っ
と
・
・
・
そ
れ
は
だ
な
・
・
・
な
ん
と
い
う
か
・
・
・

　
大
総
統
に
も
、
シ
ル
に
は
言
わ
な
い
で
く
れ
、
と
自
分
か
ら
頼
み
込
ん
で
お
い
て

　
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
。

　
シ
「
ま
、
も
し
か
し
た
ら
父
さ
ん
と
同
じ
錬
成
光
の
人
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね
。」

　
エ
「
お
、
お
う
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」

　　
ー
そ
の
晩
ー

　
シ
（
父
さ
ん
が
持
っ
て
た
赤
い
石
・
・
・
賢
者
の
石
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
ア
レ
は
・
・
・
な
ん
だ
?
）

38


	
	設定　作者より

	旅の夜明け
	第一話　冒険の始まり
	第二話　新しい錬金術師
	第三話　受け継がれし者
	第四話　旅の始まり
	第四話　アエルゴへ　?
	エドが錬金術?


